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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２３年９月１５日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也           

                           委   員  石 川 敏 行          

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（平成２２年７月１４日 ０６時２０分ごろ～０６時３０分ごろの

間） 

発生場所 不明（岩手県陸前高田市脇の沢漁港南西方沖、陸前高田市長部港南防波堤

灯台から真方位１１４°１,５００ｍ付近～脇の沢漁港付近の間） 

事故調査の経過  平成２２年７月２１日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 金政
かねまさ

丸、２.４トン 

 ＩＴ３－４６１５４（漁船登録番号）、個人所有 

 ９.８１ｍ（Lr）×２.８０ｍ×０.６２ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２３８kＷ（漁船法馬力数）、平成１９年５月１３日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４６歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 平成１５年７月３１日 

  免許証交付日 平成１９年９月１０日 

（平成２５年７月３０日まで有効） 

甲板員Ａ 男性 ６６歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

免許登録日 平成２年８月２８日 

  免許証交付日 平成２１年１１月３０日 

（平成２７年８月２７日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（甲板員Ａ） 

 損傷 なし 

 事故の経過 

 

 本船は、船長及び甲板員Ａほか２人が乗り組み、脇の沢漁港南西方沖で

ホヤの収穫作業を行ったのち、平成２２年７月１４日０６時２０分ごろ帰

途につき、０６時３０分ごろ同漁港に帰港したところ、甲板員Ａが見当た

らなかったことから、船長が、自宅に連絡するとともに、漁場に戻りなが

ら捜索を行った。 

甲板員Ａは、帰途につく際、乗組員によって他の乗組員からは見えない

機関室後部の船尾付近に行くのを目撃されていた。 

船長宅から連絡を受けた海上保安庁の巡視船艇及び僚船によって捜索が

行われた結果、脇の沢漁港南西方沖で本船のバケツ及び甲板員Ａの帽子が

発見され、その後、１８時３０分ごろ巡視船の潜水士により甲板員Ａが同

付近海域の海底で発見された。 
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甲板員Ａの死因は、溺水と検案された。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 南東、風力 １、気温 約１８℃ 

海象：波高 なし、うねり なし、水温 約２０℃ 

 その他の事項 本船のバケツは、直径約３６cmのプラスチック製の浮き玉に半月形の切

り込みを２か所入れ、手で持って使用できるようにしていた。 

本船は、ブルワークの高さが甲板から約５５cmであり、ブルワーク上端

から海面までが約６５cmであった。 

甲板員Ａは、帰航中、ブルワークからバケツで海水をく
．
み
．
取り、軍手等

を洗っていることがあった。 

乗組員は、全員救命胴衣を着用していなかった。 

甲板員Ａの健康状態は、良好であった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

不明 

なし 

なし 

 甲板員Ａの死因は、溺水であった。 

本船は、０６時２０分ごろ脇の沢漁港南西方沖

において帰途につく際、甲板員Ａが、乗組員に目

撃され、０６時３０分ごろ同漁港に帰港した際、

見当たらなくなっていることから、この間におい

て、甲板員Ａが落水したものと考えられる。 

本船のバケツと甲板員Ａの帽子が脇の沢漁港南

西方沖で発見されたことから、甲板員Ａが海水を

くみ
．．

取ろうとして落水した可能性があると考えら

れるが、目撃者がいないことから、落水した状況

を明らかにすることはできなかった。 

甲板員Ａは、落水して溺水したものと考えられ

るが、溺水に至った状況を明らかにすることはで

きなかった。                  

原因  本事故は、本船が脇の沢漁港南西方沖から帰航中、甲板員Ａが落水した

ことにより発生したものと考えられる。 

 




